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  文責 校長 泊 裕人 

 

梅雨入りしたかと思ったら、あっという間の梅雨明け。そして猛暑。夏

場の代表的な学習のイメージがある水泳も、暑さのために中止や時間割変

更を強いられているような状況です。時代も変わっていますが、それ以上

に地球環境の変化を感じているところです。 

さて、1学期も残り 2週間となりました。私が 4月に金立小に赴任して

から強く感じていること。それは、「金立小の子どもたちがたくさんの人に見守られている」とい

うことです。交通安全指導員さん方による毎朝の安全指導、昼休みの昔遊び、読み聞かせなどな

ど、多くの人たちに関わっていただいています。 

【読み聞かせの様子】 
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学校教育目標 「志高く 心豊かに 学ぶ 金立」 

学校HP もご覧ください 

みんなで、一緒に 



【親子ふれあい活動＆雄飛学園友愛バザーの様子】 

学校・保護者・地域が協力しながら子どもたちを育てるということは良く耳にする話です。し

かし、その『みんなで、一緒に』をここまで体現できている学校はなかなかないのでは？と感じ

ているところです。子どもたちに関わってくださるすべての方の、『子どもたちのために』という

思いがひしひしと伝わってきます。その思いをきちんと意識できるよう、子どもたちには機会を

見つけて話をしていきたいと思います。また、今回紹介できなかった方々については、今後の学

校便りでお伝えしていきます。 

【暑さ対策について】 
梅雨が早々に明け、それと同時に猛暑がやってきています。気温だけでなく湿度も高い日が続

いていて、子どもたちの学校生活にもいろいろと影響が出ているところです。保護者の皆様にお

かれましては、日々の子どもたちの体調管理にご配慮いただいていることと思います。ありがと

うございます。このような時期ですので、持ち物についてのお尋ねもあるかと思いますので、学

校の見解についてお知らせします。 

 夏休みまで残り約 2週間となっています。子どもたちが安全に過ごせるよう、ご理解とご協

力をお願いいたします。 

■汗をかくことも多いですので、タオルが必要（シャツの替えなども） 

 ⇒濡らすと冷えるタイプのタオルがあると、登下校時どちらも使えて便利です 

■水分補給は重要ですので、この時期（７～９月）は水筒１つでは足りない場合は、ペッ

トボトルにお茶や水を入れて持ってきても構いません 

（凍らせておくと身体を冷やすこともできます） 

  ⇒持ち主が分かるように、必ず記名し、空き容器は持ち帰ります 

■日傘（雨傘でも可）などがあると、登下校時の暑さ対策に有効です 

 ⇒周りに気を配ることなど、ご家庭でのお声かけをよろしくお願いします 

■手や顔を洗うことで身体を冷やすことができます 

■塩分タブレットは、炎天下での長時間の運動や活動の際には有効ですが、日常的な使用

は必要ないと言われていますので持ってきません 

⇒病院を受診され、処方されている薬をお持ちの方や激しい運動や暑さの中での長時間

の活動がある場合を除きます 


